
群馬県立富岡高等学校（定時制）　学 校 評 価 一 覧 表 　（令和５年度版） （別紙様式）

羅　　　針　　　盤 達成度

評 価 対 象 評　価　項　目 具 体 的 数 値 項 目 自己評価 外部 アンケート等 総合

Ⅰ 1 地域の期待に応えられ
る学校づくりを推進し
ていますか。

① 保護者や学校評議員の80％以上が
本校定時制の教育目標や活動を理
解し、賛同している。

・入学式後の説明会・三者面談等及び各種情報発
信により、本校定時制の教育目標や活動内容を
保護者に周知する。

A A A

② 自分の学校が好きだと感じて
いる生徒の割合は80％以上で
ある。

・魅力ある学校行事を計画し、生徒同士が交流し
ながら、お互いを高め合える機会を増やす。 A A A

2 保護者等と連携した学
校づくりを進めていま
すか。

③ 学校と連携して教育している
と感じている保護者が80％以
上である。

・
・

保護者との電話連絡等を緊密に行う。
三者面談や家庭訪問月間等のあらゆる機会を捉
えて情報交換に努める。

A A A

3 積極的に情報を発信し
ていますか。

④ 学校が情報を積極的に発信し
ていると感じている保護者が
80％以上である。

・富高定時制ＨＰを随時更新したり、「とみてい
通信」を定期的に発行したりすることによって
情報発信を行う。

A A A

Ⅱ 4 基礎的・基本的な内容
の定着を図っています
か。

⑤ 生徒の70％以上が授業によっ
て基礎的な内容を身に付ける
ことができたと感じている。

・

・

自作プリントやＩＣＴ機器活用等を工夫するこ
とによって、学習内容の定着を図る。
教員相互の授業研修等を通じて授業改善に努め
る。

A A A

5 読書活動を推進してい
ますか。

⑥ 生徒の50％以上が、月に一冊
以上の本を読んでいると回答
している。

・授業の様々な場面で読書の面白さを伝えてい
くとともに、図書室の積極的な利用を促進す
る。

C A B

6 学習への興味・関心を
引き出し、自発的な学
習意欲の向上を図って
いますか。

⑦ 生徒の授業評価で70％以上が
授業の内容に興味・関心が持
てると回答している。

・

・
・

生徒の実態にあった教材や指導方法の工夫改善を
進める。
ICT機器を効果的に活用する授業を展開する。
個々の能力や学習意欲を引き出すため、きめ細や
かな学習指導を行う。

A A A

Ⅲ 7 ⑧ 生徒の80％以上が遅刻をしな
いように心がけている。

⑨ 生徒の80％以上が欠席をしな
いように心がけている。

8 ⑩ 生徒の70％以上が「教育相談
だより」に目を通していると
回答している。

・教育相談だよりをただ配布するのではなく、簡
単でもよいから内容に触れながら配布するな
ど、教員から積極的な声がけを行う。

C A B

⑪ 生徒の70％以上が、悩みを相
談できる先生がいると回答し
ている。

・教師から積極的に声かけをして、話しやすい雰
囲気を作る。

A A A

9 いじめの防止や早期発
見に向けた取組を積極
的に行っていますか。

⑫ いじめの防止や早期発見に努
め、いじめの件数が０件、ま
たは解消率が100％である。

・教育活動全体を通して、他人を思いやることの
重要性、及びいじめ防止の重要性を生徒に伝え
ていく。

C C C

10 学校行事や特別活動等
の充実を図っています
か。

⑬ 学校行事や特別活動等が充実
していると感じている生徒の
割合が70%以上である。

・生徒会行事や進路行事等において、生徒が充実
感や楽しさを感じるような行事や活動を生徒の
意見も踏まえて企画・実践していくようにす
る。

A A A

11 交通ルールを守らせて
交通事故を防いでいま
すか。

⑭ 学校事故ゼロをめざして、す
べての生徒が交通事故にあわ
ないように学校全体で取り組
んでいる。

・

・

車輌点検や交通安全教室を計画的に実施するな
どして、安全教育の徹底を図る。
命の大切さを機会あるごとに考えさせる。 A A A

Ⅳ 12 働くことの意義を理解
させ、好ましい職業観
を育てていますか。

⑮ 生徒の80％以上が進路講演会
や適性検査などの進路行事が
しっかりと行われていると感
じている。

・

・

ハローワーク等と連携し就労を積極的に勧める
とともに、個別指導を丁寧に行う。
進路講演会等の進路行事を年間通して計画的に
設定する。

A A A

13 きめの細かい進路指導
で、生徒の適性にあっ
た就職・進学ができる
ようにしていますか。

⑯ 生徒の70％以上が自分の適性
にあった就職・進学ができそ
うだ、あるいはできたと感じ
ている。

・

・

面談を重視した個別指導を行うことで、進路意
識の確立を図る。
低学年のうちから卒業後の自分を意識させて学
校生活に取り組ませる。

A A A

Ⅴ 教育のデジ
タル化に努
めています
か。

14 ICTを活用した指導を
行っていますか。

⑰ 生徒１人１台の学習用パソコ
ンに対し、活用できていると
感じる生徒が80%以上である。

・情報担当の教員を中心として、パソコンの活用
法や授業実践例などを職員間で共有するように
する。 B A A

・時代のニーズが急速なので、しっかりと対応
してほしい
・次年度の課題にありますように、一人一台端
末の活用をぜひ実現してください。

方　　　　策

・生徒数の減少は進路の多様化の中で仕方ない
と思う。生徒数に関わりなく、個に応じた指導
によって、生徒の学校生活の充実を図ってほし
い。
・定時制教育は必要だと思う。引き続きその役
割の重要性を周知してほしい。
・生徒は有意義な学校生活を送れているよう
で、安心している。
・教育目標や活動内容、定時制の役割の理解が
保護者に浸透しており、保護者との連絡が取れ
ていることが伺われる。

・発達障害があると思われる生徒が、多く進学
していると思うので、医療機関との連携を充実
させてほしい。
・学習に対する生徒の状況は個人差があると思
う。特に学習意欲や基礎学力が低い生徒に対し
ての個に応じた教育が最重要課題だと思う。こ
れからも研修を通じて、授業改善に向けた努力
を続けてほしい。
・読書に関しては、司書の先生とも連携して、
読書の楽しさを実感できるように取り組んでほ
しい。

・保護者による家庭教育も課題がある生徒も多
いと思うので、保護者への適切な支援と卒業後
も見通した継続的な関わりを先生方にも意識し
てもらいたい。
・保護者との連携を取りながら、欠席や遅刻の
削減に向けてのサポートを引き続きお願いした
い。
・生徒との信頼関係が築けていることがわかっ
た。引き続き良好な関係を構築できるような取
り組みをお願いしたい。
・教育相談の充実などに組織的に取り組んでい
ることが、生徒・保護者の安心感につながって
いると思う。今後とも生徒一人一人に寄り添っ
た支援をしてもらいたい。

・生徒が、学校生活に意義や充実感を持てるよ
う、今まで以上に学校行事などの特別活動を工
夫してほしい。
・生徒が主体的に参加できるような行事のあり
方についても、考えてほしい。
・交通事故が少ないのは素晴らしいと思う。今
後もヘルメットの着用や安全運転などの交通安
全指導を充実させてほしい。

生徒の主体
的な進路選
択について
適切な指導
をしていま
すか。

特色ある学
校づくりに
努めていま
すか。

生徒の意欲
的な学習活
動について
適切な指導
をしていま
すか。

生徒の充実
した学校生
活について
適切な指導
をしていま
すか。

・読書をする習慣がない生徒や、本を読む楽しさを感じていない生徒もいるので、すべての教科・科目
で、読書の効果が伝わるような場面を設定し、生徒が読書に触れる機会を作っていく。

・授業内容に興味・関心を抱いている生徒がいる一方で、中には授業内容を理解できず、授業に関心を持
てない生徒も存在している。今後は、それぞれの教科の特性に合った方法で、授業展開や方法を工夫でき
るように、授業改善に向けた研修を充実させる。また、学期ごとに行っている授業評価アンケートの結果
を生かして、授業の改善を継続していく。また、授業内でICTを使って個別最適な学びが促進できるよう
に、そのための方法を共有していく。

生徒の実態を早期に把
握した上で適切に指導
し、欠席・遅刻・早退
を少なくしています
か。

・

・

・
・

欠席の事前連絡、遅刻への注意など担任指導を
徹底する。
遅刻が多い生徒に対して定期的、継続的に個別
指導を行う。
登校時指導を継続的に行う。
保護者と緊密に連絡を取り合う。

教育相談体制のより一
層の充実に取り組んで
いますか。

・次年度より夜間中学校も開設され、定時制の
あり方も見直される時期と思う。個に応じた進
路指導、生き方指導に尽力してほしい。
・社会が急激に変化している現在、職業観や生
き方も変化している。これからの社会の変化も
視野に入れて、生徒の進路指導や支援をしてほ
しい。

・教育相談だよりに目を通している生徒もいる一方で、あまり読んでいない生徒もいるので、口頭で内容
を説明したり、生徒の興味をひくような内容にしたりする工夫をしていく。

・多くの生徒が先生に相談しやすいと回答している。今までのような関わりを継続する一方で、なかなか
相談できない生徒について、注意深く観察し、必要に応じた声掛けをしていく。

点検・評価　
達成状況のまとめ及び次年度の課題 学校関係者評価

A A A

・多くの生徒は欠席や遅刻をしないように心掛けているが、生活リズムの乱れや体調不良などのため、欠
席や遅刻が多い生徒もいる。それぞれの生徒の実態や特徴に合わせて、学校生活に合わせて生活が送れる
ような支援を継続することで、欠席や遅刻を減らしていく。

・多くの保護者に、本校の教育目標や活動を理解していただいている。次年度に向けては、今年度作成し
たスクールポリシーとカリキュラムポリシーを校内で共有するとともに、保護者や学校関係者にも周知を
徹底することで、本校定時制の役割を理解していただく。

・学校を好きだと感じている生徒が多い現状ではあるが、生徒にとってより魅力的な学校生活が送れるよ
うに、学校行事や生徒会行事を工夫していく。

・多くの保護者が学校と連携をとれていると回答してくれいるが、今後もこまめに電話連絡をしたり、面
談をしたりすることで今まで以上に保護者との連携を深めていく。

・ウェブページの内容を頻繁に更新するとともに、とみてい通信を定期的に発行することで学校の情報を
発信していく。

・生徒の多くが基礎的な内容は身についていると回答しているが、中には学習に困難を抱えている生徒も
いるので、少人数の利点を生かして、個々の生徒のニーズに合った授業展開によって、基本的な内容の定
着を図るための努力を継続していく。

・ＤＸ化の流れはさらに高まってくることが予想されるので、生徒一人一人がＩＣＴを活用することで、
情報を処理する能力が高まることを支援していきたい。まずは、授業や学校行事で一人一台端末を使用す
る機会を増やしていく。

・１学期に１年生で１件のいじめを認知したが、現在は解消に向けて支援継続中である。今後もアンケー
トや日々の観察を通じて、いじめをしっかりと認知し、適切に対応できる体制を作っていく。

・多くの生徒は球技大会や文化祭、一日旅行といった学校行事を楽しんでいる。今後も楽しい学校生活を
送れるように学校行事の企画、運営を工夫していく。

・今年度は交通事故は一件もなく、交通安全を徹底できた。次年度も定期的な車輌点検を継続的に実施
し、機会あるごとに、交通安全に対する意識を高めさせていく。

・外部講師による講演会やキャリア教育についての授業の実践などにより、多くの生徒がキャリア意識を
向上させることができた。次年度も同様の取り組みを継続させることで、キャリア意識の向上に努める。

・個々の生徒の状況に応じた就職、進学指導を行った結果、多くの生徒は満足して進路先を決定すること
ができた。次年度以降も個別対応に重点を置いた進路指導を行っていく。


